
資料７ 

川島町地域公共交通計画 町民アンケート構成案 

2022 年 7 月 5 日 

川島町地域公共交通計画策定において、以下の町民アンケートを実施する予定です。 

・対象者 ランダムに町民 1000 人を抽出 ※回収率 30～40％を想定 

・配布回収 郵送配布 ＆ 郵送 or ネット回答 

・実施時期 7 月下旬発送・回収 

 

・アンケート構成（案） 

1．路線バス 

公共交通計画の軸となる「路線バス」の認知や利用、期待を調査し、計画における位置付け

や維持確保策の方向性を探る 

 ①認知度 方面、時刻、運賃、割引き制度 

 ②現在の利用 

利用者 ：頻度、方面、目的、満足度（評価）、不満、希望、3・5 年後の利用可能性 

  未利用者：過去利用経験、利用しない根源理由、利用可能性 

③期待・希望 満足度、好き嫌い、関心の有無、無いと困る、政策としての認識等 

 

2．かわみんタクシー 

公共交通計画の軸（バス）を補完し、地域内移動を支える「かわみんタクシー」の認知や利

用、期待を調査し、計画における位置付けや維持確保策の方向性を探る 

 ①認知度 システム、運賃、乗継割引き、乗り合わせ 

 ②現在の利用 

利用者 ：頻度、方面、目的、満足度、不満、希望、1・3 年後の利用可能性 

  未利用者：利用しない根源理由、利用可能性、過去利用経験 

 ③期待・希望 満足度、好き嫌い、関心の有無、乗り合わせ利用の理解・意向、政策と

しての認識等 

 

3．基本個人属性 

町内地域による意識や考え方、問題点や課題の違いを明確にするために、基本的な個人属

性を把握する 

①居住地区、年齢、性別、家族構成、職業（学年、地域外への通学・通勤状況） 

②将来（5･10 年後）の町内居住可能性 

 

4．モビリティに関する個人属性 

移動に関する個人や世帯の現状や、課題の違いを明確にするために、モビリティに関する

個人属性を把握する 

①免許有無、免許返納状況予定、車・バイク・自転車の保有・利用、送迎の利用、移動

バリア 

②町内の日常的なおでかけ時の移動手段・頻度・目的地 



 目的設定：買物、通勤通学、業務、通院、お出かけ 

③町外の日常的なおでかけ時の移動手段・頻度 （年数回の旅行等は除く） 

仮想移動先設定：都内、川越市内、若葉駅、桶川駅、鴻巣駅、東松山駅 

④直近バス停名称、利用バス停名称、アクセス時間、アクセスバリア有無 

⑤年間の移動費用・交通費用（購入費、維持費、運賃等） 

⑥移動（公共交通）に関する現時点での不満・希望、将来不安 

 

5．コロナ禍・政策評価 

2020年春からのコロナ過における生活や移動、価値観の変化を把握し、計画策定の基本

的な資料とする 

①コロナ禍における移動の変化 

2020 年 4 月～12 月、2021 年、2022 年 1 月～6 月、今後 

②公共交通機関における感染リスク意識 

③これまでの町の公共交通政策・計画の認識、評価 

 

6．公共交通情報の効果把握（MMへの布石） 
公共交通計画におけるMM（モビリティ・マネジメント）のための基本的検討として、主要な

交通モードの理解状況と、情報提供の効果を事前把握して、計画への展開を検討する 

①公共交通情報(かわみんタクシーのパンフ、路線バス路線図等)を同封する層と、同封し

ない層を設定 

 

※マークシート式のイメージ 

 


